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世界に暗い影を落としている新型コロナウイルスの感染拡大防止で、外出やイベント会合の自粛、それに伴う休業・廃業等、草津市社会福祉協

議会が大切にしてきた人の「つながり」が、否応無しに切り離されていく毎日の中で、福祉・医療関係等は奮闘し、時には心が折れてしまいそう

にもなりながらも頑張っているところであります。 

また市内では、地域サロンをはじめ多くの地域の福祉活動や市社協事業の一部が、新型コロナウイルス感染症の拡大予防の関係から開催中止を

せざるを得なくなり、支え合い、助け合い、生きがいづくりの地域福祉活動が停止することとなっております。 

 このような状況下ではありますが、私たちは、地域福祉活動の一日も早い再開を願いつつ、更なる地域の福祉活動を進めるべく、いろいろと準

備しております。 

 

★草津市社協の新型コロナウイルス関連の 4 つの取り組み★ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

< 裏 面 あ り > 

 

 

 

 

< 特集 1 > 

「生活福祉資金 特例 緊急小口資金/総合支援資金」～自分のために みんなのために～ 

生活費等の必要な資金の貸付け等を行う生活福祉資金貸付制度を実施しております。本制度につき、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を踏まえ、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた貸付事業です。詳しくは、草津市社

協 HP をご確認の上、お電話ください。郵送申請を実施しています。 

 

令和 2 年 5/11 現在:相談件数468 件、貸付件数 147 件 

※地域でお悩みの方がおられましたら、まず市社協へお電話お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 
< 特集 2 > 

「草津市社協のフードバンクの新たな力 ! !」～大切な人のために～ 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市内の小学校が休校となり、草津市学校給食センターから給食に使用する

生鮮食品（45 種類）草津市学校給食センターから寄付をいただき、障害者施設（事業所）、市内の高齢者施設社会福祉

法人等へ配分しました。 

48 施設に  6805.55 ㎏を配分 

※食品ロスを減らし、大変な福祉関係施設等へ勇気と元気を取り戻す活動です。 

 

 

特集「今、できることがある」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

< 特集 3 >  

「地域サロン参加者にお手紙訪問 素敵なまごころ郵便」～私たち一人ひとりができること～ 

 市内の地域サロン活動が、新型コロナウイルスの感染症拡大予防の関係から開催中止をせざるを得なくなっております。

活動者の方々とお話しをしている中で、高齢者の方々が「地域サロンへ行けなくなって独りで家にいます。さびしいです。」

等の声を聴きました。そこで市社協は、地域サロン参加者の方々に「心が豊かに暮らしにゆとりを届けたい」と「地域サ

ロンと参加者のつながりづくり」いう思いから「素敵な まごころ郵便」を実施することにしました。地域サロン代表

者に希望数を渡し宛名を記載後郵便ポストへ投函し、市内の高齢者宅へ郵送ります。 

●まごころ郵便（封筒）の中身 

・心のこもったメッセージカード（詩人里みちこさんと市社協コラボ） 

・福祉パズル（家で脳トレをし、図書カードをゲットしませんか） 

・アイコラボレーションと市社協コラボポストカード（福祉パズルの返信、お知り合いにお手紙等にお使いください） 

・収集ボランティアのチラシ（使用済み切手でボランティア） 

依頼地域サロン数 157 サロン  まごころ郵便 限定2,000 封筒 

※今だから、少しでも「まごころ」を市社協と地域サロン活動者からお届けします。 

 

 

 

 

 

 
< 特集 4 >  

 「医療福祉を考える会議参加専門職アンケート調査」～私たち一人ひとりができること～ 

 近年、学区社協を中心に「医療福祉を考える会議」を実施していますが、新型コロナウイルスの感染症拡大予防の関係

から会議の開催中止をせざるを得なくなっております。そこで、各地域包括支援センター・市地域保健課・市社協生活支

援コーディネーターの学区担当者へ「医療福祉を考える会議スタート時期に意識の共有を図る」アンケート調査を実施し

ます。取りまとめの上、ご報告申し上げまので、楽しみにお待ちください。 

医療福祉を考える会議に関わる専門職 約80 人 11 項目アンケート調査実施 

※地域の方々と一緒にスタートしたら、語り合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津市社協も頑張っています。 

特集 3 は、令和 2 年 5 月 20 日（水）に地域サロン代表者へご案内させてい

ただきます。特集 4 は、6 月中旬集計できる予定です。学区社協会長の皆様

方、新しい活動等いろいろ一緒に考えたいです。 

一度、学区担当者にご連絡ください。 

 




